
環
境
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の

未
来
予
測

専門は環境社会学・科学技
術社会論など。主に農業や
漁業を対象に、人と技術、自
然、制度のあいだに生まれる
「ズレ」やその調整の実践を
研究している。

紀平 真理子

理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　人間の様々な生活行為にかかわる空間を創造する建築学。都市環境学専攻建築学系

の学生たちは、その対象領域を建築単体から都市へ、環境全体へと広げ、計画・歴史、環

境・設備、構造・材料の3つの分野からなる「総合知」としてデザインを学んでいます。その中

で主に計画・歴史の学生が学ぶこの授業は、建築設計教育の集大成ともいうべきもの。学

生時代のポートフォリオの中心となる作品をめざして12人の受講生が奮闘しています。

　底流にあるのは「今の時代に考えなければいけない建築の在り方とは何か」という問い。

今回は、福岡県の水郷柳川で水路と商店街の持続性を考えるための「建築的鍼療法

（Architectural Acupuncture）」を問う課題となりました。現地を観察して建築・都市の

変容について形態分析を行った結果を、現地の専門家と商店街の方々に提示。ここで得ら

れた様々な意見を基に、対象とする敷地とプログラムを決めて、各自のアイデアをスケッチ

と図面と模型で形にしていきます。その過程で学生が教員と納得のいくまで繰り返されるの

が「エスキス」と呼ばれる質疑応答。網目のように張り巡らされた水路と商店街の結節点に

何を読み取り、将来に向けて何を遺し、何を取り壊し、何をどのように設けるべきか。12人

12通りの設計案が提案されます。「なぜこの場所でこの形なの？」「この形の構造はどうする

の？」「この形に関連する過去の作品を見た？」。エスキスで相対する堀田先生。「まるで千

本ノックを打っているよう」と言います。「「総合知」としてデザインをまとめることができるよ

うになるには、理性と感性の対話を繰り返すしかありません。目で見て、耳で聞いて、手で描

いて模型をつくって、自分の言葉で話す。とにかく諦めずに続けてほしい」。授業は最終講

評会で、各自の設計案を柳川商店街の関係者にプレゼンテーションする日を迎えます。

社会環境学専攻　紀平 真理子 助教

異なる視点の認識から専門分野間の協働へ

　　川で行った建築デザイン実習では、数日にわたり現地を調査す
ることができたので、名古屋に比べてより田舎らしい日本の風景に
触れる素晴らしい機会となりました。日本の学生たちの意欲には非
常に感銘を受け、それは間違いなく大きな刺激となりました。他の
日本人学生の作業を見学し意見交換したことは、ヨーロッパと異な

る建築的思考を理解する上で大いに役立ちました。
言葉の壁はありましたが、結局のところ、建築とい
うものはあらゆる言語で通じ合うものだと実感し
ました。こうした経験が、今後の自らのデザイン
に深いインスピレーションを与えることは間違
いありません。出会った人 、々そして機会をいた
だいた先生方に、心から感謝しています。

　　回の演習では、水網都市「柳川」の市内にかかる小
さな橋143基を網羅的に調査しました。その中で、こうし
た小さな橋は、単なる交通のためのインフラではなく、
人々の生活のための「場所」でもあるということに気づき
ました。この小さな気づきを起点として、中世ヨーロッパの
「家橋」を学び、それを建築デザインとして展開し、旧城
下町の玄関口として整備する計画を立てました。
　橋を人々の生活のための場所として考える感性と、歴

史的な家橋を現代的に再解釈する知
性の間で建築デザインを考える設計
手法は、今後の制作活動において
大きな糧になったと思います。
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環
境
問
題
は
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、

原
因
を
一
つ
に
特
定
し
に
く
い
。
そ
の
た

め
、
複
数
の
専
門
分
野
の
研
究
者
が
協
働
す

る
「
学
際
研
究
」
や
、
問
題
解
決
ま
で
視
野

に
入
れ
る
場
合
に
は
、
実
務
者
も
含
め
て
取

り
組
む
「
超
学
際
研
究
」
が
必
要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
現
象
を
見
て
も
、
同
じ
人

の
話
を
聞
い
て
も
、
専
門
分
野
が
異
な
れ

ば
、
捉
え
方
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
私

は
視
覚
的
問
題
評
価
法
（
V
P
A
）―
利
害

関
係
者
ご
と
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
と

ゲ
ー
ム
&
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ

せ
た
方
法
論
―
を
応
用
し
、
浜
名
湖
の
ア
サ

リ
を
題
材
に
ツ
ー
ル
を
制
作
し
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
き
た
。
参
加
者
は
複
数

の
利
害
関
係
者
の
映
像
を
視
聴
し
た
後
、
問

題
の
関
係
図
を
作
成
し
て
整
理
し
、
そ
の
上

で
解
決
に
向
け
た
着
手
点
を
検
討
す
る
。
そ

の
結
果
、
専
門
分
野
に
よ
っ
て
、｢

ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
主
観｣

、｢

環
境
変
化｣

、｢

事

実｣

の
い
ず
れ
に
着
目
す
る
か
に
、
傾
向
の

違
い
が
見
ら
れ
た
（
紀
平
2
0
2
6
）
。
こ

の
よ
う
に
、
何
を
問
題
と
し
て
切
り
取
る
か

を
無
自
覚
の
う
ち
に
規
定
す
る
「
隠
れ
た
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
」
が
専
門
分
野
ご
と
に
働
く
。

こ
の
違
い
を
認
識
し
な
い
ま
ま
協
働
す
る

と
、
認
識
の
ず
れ
か
ら
摩
擦
や
対
立
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、
自
ら
の
見
方

を
相
対
化
し
た
上
で
異
な
る
見
え
方
を
理
解

し
、
互
い
の
着
目
点
を
補
完
し
合
い
な
が
ら

協
働
で
き
る
人
材
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
よ

う
な
人
材
は
ど
の
よ
う
に
育
成
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
V
P
A
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
そ

の
一
つ
に
な
り
う
る
と
考
え
る
。

V
P
A
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加

者
は
自
ら
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
を
見
直
す
経
験

を
重
ね
る
。
第
一
に
、
具
体
的
な
人
物
や
物

の
レ
ベ
ル
ま
で
抽
象
度
を
下
げ
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
一
般
化
し
て
捉
え
て
い
た
見
方
が

揺
ら
ぐ
。
第
二
に
、
立
場
の
異
な
る
複
数
の

利
害
関
係
者
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
既
存
の

言
説
を
問
い
直
す
契
機
と
な
る
。
第
三
に
、

人
間
だ
け
で
な
く
、
自
然
物
や
人
工
物
も
含

め
た
ア
ク
タ
ー
へ
と
視
点
を
拡
張
す
る
こ
と

で
、
問
題
を
よ
り
複
合
的
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
（
紀
平
・
丸
山
2
0
2
4
）
。
こ

う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
自
ら
の
フ
レ
ー
ミ

ン
グ
が
揺
ら
ぎ
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
り
、

拒
否
し
た
り
し
な
が
ら
調
整
が
な
さ
れ
る
。

　

環
境
学
の
人
材
育
成
で
は
、
自
ら
の
フ
レ

ー
ミ
ン
グ
を
調
整
す
る
経
験
を
通
し
て
、
専

門
分
野
の
枠
を
超
え
て
協
働
で
き
る
力
を
育

て
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
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うになるには、理性と感性の対話を繰り返すしかありません。目で見て、耳で聞いて、手で描に に 性 対 を 返 し せ 目 見 耳 聞 て で

底流にあるのは「今の時代に考えなければいけない建築の在り方とは何か」という問い。底 に 「 の 代 え け な 建 の 方 は か い い
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柳川での調査




